
のニュ

よ
り
安
心
・
安
全
な
救
命
救
急
の
た
め
に

高
規
格
救
急
自
動
車
引
渡
し
式

介
護
の
道
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
修
了
式

　

町
総
合
防
災
訓
練
は
10
月
23

日
、
東
根
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
、
東
根
地
区
の
各

自
主
防
災
会
、
消
防
団
、
東
根

小
学
校
児
童
、
町
職
員
な
ど
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
長
井
盆
地
西
縁
断

層
帯
を
震
源
と
す
る
地
震
の
発

生
を
想
定
し
た
、
災
害
対
策
本

部
設
置
訓
練
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

そ
の
後
、
水
防
訓
練
や
応
急
給

水
・
給
食
訓
練
、
応
急
救
護
訓

練
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
な
ど
18

項
目
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
避

難
訓
練
を
終
え
た
東
根
小
学
校

６
年
生
の
衣
袋
元
基
く
ん
は
、

災
害
発
生
時
の
安
否
を
声
の
伝

言
で
伝
え
ら
れ
る
「
災
害
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
」
を
体
験
し
、「
も

し
災
害
に
遭
っ
て
も
家
族
に
自

分
の
安
否
を
伝
え
ら
れ
る
の
で

安
心
で
き
る
」
と
緊
張
し
て
い

た
表
情
を
緩
め
ま
し
た
。　

　

〝
も
し
も
〞
の
備
え
を
万
全
に

町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

17 １ を した 、

し

　

10
月
28
日
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
実
施
す
る
、
平
成
28
年

度
白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
介

護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
の
修

了
式
が
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
講
生
で
あ
る
荒

砥
高
校
生
６
人
、
一
般
３
人
の

計
９
人
は
、
５
月
か
ら
始
ま
っ

た
１
３
０
時
間
に
及
ぶ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
施
設
実
習
を
終

え
、
こ
の
日
、
竹
田
寛
治
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
よ
り
修
了
証

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
生

の
一
人
で
、
来
年
４
月
か
ら
町

内
の
福
祉
施
設
へ
進
む
塩
川
秀

幸
さ
ん（
荒
砥
高
３
年
）は
、「
研

修
は
長
く
て
大
変
だ
っ
た
が
、

し
っ
か
り
や
り
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、知
識
・

技
術
・
介
護
の
心
を
持
っ
た
介

護
士
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
」
と
達
成
感
に
満
ち

た
表
情
で
意
気
込
み
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、
消
防
署
白
鷹
分

署
で
高
規
格
救
急
自
動
車
引
渡

し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
更
新
さ
れ
た
救
急
自
動

車
は
、
患
者
室
が
広
く
な
っ
た

こ
と
で
車
内
で
処
置
を
す
る
場

合
な
ど
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
が
広

く
な
り
、
救
急
活
動
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ス
イ
ン
グ
式
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
架
台
が
、
揺
れ
に
よ
る
傷
病

者
へ
の
負
担
を
軽
減
。さ
ら
に
、

前
ド
ア
部
以
後
の
赤
帯
を
反
射

材
で
施
行
し
、
前
側
面
左
右
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
赤
色
灯
を
装
備
す
る
こ

と
で
夜
間
に
お
い
て
も
安
全
に

走
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

適
正
な
救
急
自
動
車
の
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

を し、 を の さん
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